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【問題の背景】
今日，音楽聴取は最も身近な娯楽の一つで
ある。かつての音楽聴取は家に設置したオー
ディオセットなどから流れる音で空間を包む
ような環境を作り，その中で音楽に身を委ね
るような聴き方が多かった。携帯音楽プレー
ヤや多機能なスマートフォンの普及と音質の
再現性の向上は，このような音楽聴取の形を
変化させ，特に若者では，周りに気兼ねなく
自分の好きな音楽をいつでも聴けるプライ
ベートな空間での音楽聴取が日常的となって
いる（濱村・岩宮,	2013）。しかし，音楽聴取
のみに使われている時間は少なく（Sloboda	
&	O'Neill	,	2001;	Stratton,	Zalanowski,	2003;	吉
村・宮谷,	2004），「リラックスした時」「寝る
前」など，気分を落ち着かせたり，「車に乗
る時」「勉強中」など，他の行動のBGMとし
て聴くことが主流である（川西・奥,	2004）。
音楽聴取によるイメージ喚起
音楽聴取は聴くものに様々な反応を引き起
こす。幼児でも音楽が流れるとリズムに合わ
せて動いたり踊ったり歌ったりする。また，
感動で興奮し，胸が熱くなったり涙がでたり
（安田・中村・正田・森,	2008），鳥肌感（森・
岩永,	2014）を覚えるということもある。こ
のような行動的・身体的反応に加え，音楽は
情動的な反応を引き起こす（Juslin	&	Slobo-
da,	2001）。音楽が引き起こす情動的反応の強
さには，その音楽への好みが関係しており
（Glicksohn	&	Cohen,	2000；廣川，2005；浅野，
2011），楽曲への親しみの強さはリラクゼー
ション反応を，関心の高さはポジティブ感情
を引き出すという（山田・山崎・三崎・澤田,	
2001）。また，音楽聴取に没入する人は，聴
取中に時間感覚の変容や身体的浮遊感，陶酔
感などの審美的感覚を経験し，聴取後に強い
快感情を示す（Gabrielsson,	2011）。そしてこ
のように音楽に没入した時の快感情は呼吸数
や血流量などの生理学的指標でも確認されて
いる（永田・岩永，2015）。
また，一般的に，アップテンポな旋律は幸
福感を喚起し，スローテンポな旋律は悲しさ
を喚起するが（Hunter,	Schellenberg,	&	Schim-
mack,	2010），悲しい曲調の音楽には色彩に
対する覚醒など，知覚への影響も報告されて
いる（福田・漁田・漁田，2010）。
一方，情動が音楽聴取を促すという研究も
ある。松本（2003）によると，悲しみが強い
時ほど音楽聴取が増え，より厳粛で悲しい音
楽を聴く傾向があるという。音楽には気分調
整の効果があり，このように悲しい気分の時
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に悲しい音楽を聴くと，「悲しい音楽」の感
情的性格に気分が一端誘導され，その後元々
あった悲しみが発散されることで悲しみが減
少するという	（上野,	2012）。
このような音楽聴取に起因する情動は何ら
かの映像的イメージを引き起こすことがあ
る。安藤（2014）によると，音楽聴取者の多
くが，曲や歌詞から想起される情景などを間
接的なイメージとして思い描く一方で，演者
の様子や歌詞や楽譜，自分が演じている様子
などを直接的なイメージとして思い描いてい
た。そして，このようなイメージ喚起は楽器
を演奏する人のほうが演奏しない人よりも強
く，且つ多岐にわたっていた。音楽を専攻す
る大学生は一般大学生に比べて音楽聴取によ
る情動変化が強いという指摘があるが（貫,	
1987），音楽家と非音楽家では音楽の聴き方
が異なり，音楽経験は，音楽の感情価や背景
をより深く理解する（坂本・杉浦・林・稲
垣，1991大岩，2004；浦上・川村・鷲沢・日
吉・チホツキ，2013；小川・兒玉，2013；
Kirnarskaya	&	Winner,	1997）ことに関連して
いると考えられる。
音楽が情動やイメージを喚起する要因とし
て歌詞も重要である。アップビートの曲でも
歌詞が悲しいと気分を落ち込ませるなど，歌
詞の力は曲調を上回るという指摘もあるから
で あ る（Stratton	&	Zalanowski,	1994）。 森
（2010）によると，日本での音楽聴取は 4 : 1
の割合で歌詞のある曲が選ばれ， 7 : 3 の割
合で日本語の歌詞のものが選ばれ，更に，自
分の気持ちや心情と重ねられる 1 人称や 2 人
称の歌詞が好まれるという。このように，多
くの人にとって歌詞は記憶や経験などの具体
的なイメージを引き起こす重要な要因の一つ
といえる。
音楽聴取時のイメージ喚起と批判的思考態度
日常的な音楽聴取時に引き起こされるイ
メージ喚起と，今日その重要性が注目され育
成が望まれている批判的思考態度との関係に
ついて実証的に検討した研究は乏しい。
批判的思考に関する定義はいくつかある
が，Ennis（1987）によると「何を信じ，行
動するかの決定に焦点化した合理的で省察的
な思考」と定義されている。そして，批判的
思考には，情緒的・認知的の 2 側面があり，
情緒的側面の態度・傾向は12の要素，認知的
側面の能力・スキルは16の要素からなるとさ
れている。この両側面を併せ持つことによっ
て，批判的思考力が上手く発揮される（Ennis, 
1991）。
従来の研究から，音楽活動の実践が言語の
処理能力（Aiello	&	Sloboda,	1994;	Fisher,	2001;	
Stewart,	2005）や時空間認知（Jones	&	Estell,	
2007），および数学の能力（Santos,	2007）な
どにポジティブな影響を持つことが示されて
いる。これらの能力のうち，特に時空間認知
と数学的な思考は物事を客観視し，順序立て
て論理的に考える批判的思考力につながるこ
とが予測できる。
また，Johnson	（2004）は，主に音楽教育に
おける音楽聴取と批判的思考力に関するレ
ビューを行った結果，批判的思考を取り入れ
た音楽教育を行うことで，子どもたちに曲や
歌をより深く理解する音楽の聴き方が育まれ
る可能性を指摘する一方で，音楽教育の中で
音楽に親しむことによる批判的思考力の向上
にも肯定的な見解を示している。
このように，能動的で専門的な音楽活動や
指導は批判的思考力に何らかの影響力を持つ
ことが予測できるが，受動的な日常的な音楽
聴取行動にそのような効果はあるのだろうか。
本研究では，音楽聴取と批判的思考力との
関係について，日常的な音楽聴取が直接的に
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批判的思考力を高めるというよりも，音楽聴
取によって創造力や表現力などの情報活用の
実践力が高められた結果として間接的に批判
的思考力が高められる可能性について検討を
行うこととした。
音楽聴取と情報活用の実践力
多くの情報や情報手段を主体的に選択し活
用する「情報活用能力」は，1998年に改定さ
れた学習指導要領において「生きる力」の重
要な要素と位置づけられている（文部科学省,	
2002）。「情報活用の実践力」は，「課題や目
的に応じて情報手段を適切に活用することを
含めて，必要な情報を主体的に収集・判断・
表現・処理・創造し，受け手の状況などを踏
まえて発信・伝達できる能力」と定義される
「情報活用能力」の重要な一要素であり，課
題解決的な学習で育成されるとされている
（文部科学省,	2002）。
従来の音楽教育のなかでは，情報活用の実
践力の要素の中でも特に創造力や表現力を育
成するための様々な取り組みがなされてき
た。例えば，幼児対象の音楽経験プログラム
（佐野,	2009）や，小学生対象の物語に音やせ
りふを付ける演劇活動や，曲に物語を作る作
業（新山王,	2001；斉藤,	2007），中学生対象
の創造的音楽学習	（川北,	2005）などの児童・
生徒への取り組みである。また，高等教育で
も，保育科などの学生対象に，歌詞の理解や
楽曲への理解を深めるために，歌詞から生ま
れるイメージを絵で表現させる実践などが行
われている（登,	2010;	藤田,	2012）。
これらの研究は，教育者が関与して，対象
者に音楽をイメージ化させる能動的なアプ
ローチをとっており，自発的な音楽聴取時で
のイメージ喚起と情報活用の実践力との関連
を検討した研究はまだ少ない。そのようなな
かで，安藤（2014）は大学生を対象とし，日
常的音楽聴取時のイメージ喚起と創造力，表
現力，処理力などの情報活用の実践力との関
係を検討している。その結果，とりわけ，歌
詞が関係するイメージ喚起がこれらのスキル
と関連し，その他のイメージ喚起はそれぞれ
のスキルに個別に関わることを示した。また，
このような関連性のなかで創造力との関係は
楽器を演奏するもので強く，処理力との関係
は楽器を演奏しないものでやや強かったとい
う（安藤,	2014）。
情報活用の実践力と批判的思考態度
Ennis（1991） や 楠 見（2010） に よ る と，
理論的には批判的思考が発揮されるような場
面では，探究心が創造性に影響を与えるとい
うように，批判的思考の情緒的側面の態度が
批判的思考の認知的側面の能力・スキルに影
響を与える。したがって，理論的には，批判
的思考態度から情報活用の実践力に向かう因
果関係が想定されることになる。一方で，批
判的思考態度の育成という目的のためには，
狭義の情報活用能力と考えられるメディア・
リテラシー（楠見・松田,	2007）や，コミュ
ニケーションスキルなどの能力の開発や育成
が 重 要 で あ る と い う 指 摘 も あ る（ 楠 見,	
2010；Halpern,	1998,	1999； 村 上,	2009）。 そ
うであるならば，情報活用の実践力から批判
的思考態度への因果関係も想定できることに
なる。後者の考えに基づいて中学生対象の 4
波のパネル調査のデータを検討した安藤・池
田（2012）は，学習意欲を起点として，情報
活用の実践力が批判的思考態度を高めること
で，最終的に他者に配慮したコミュニケー
ション行動が増加するというプロセスを提案
している。なお，この研究では，これらの 4
変数に関していくつかのプロセスの可能性を
提示しているが，その中で，批判的思考態度
の主要な要素である「探究心」が，他の 3 つ
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の要素に影響力を持つというプロセスがある
（安藤・池田,	2012）。「探究心」が他の批判的
思考態度の要素と異なる振る舞いをする可能
性については他の研究でも指摘されており
（平山・楠見，2004；藤木・沖林，2010），本
研究におけるプロセスモデルの検討において
も考慮すべき点である。
音楽聴取時のイメージから批判的思考態度へ
のプロセスの概念モデル
以上の議論を踏まえて，本研究では音楽聴
取時にイメージを喚起することが，批判的思
考態度にどのような影響を持つのかについ
て，情報活用の実践力を媒介したプロセスモ
デルの検討を行う。Figure 1 に示した概念モ
デルの検討を目的とし，まず，①パスC，お
よびパスAとBの関係性を， 2 変数間の相関
分析で確認し，② 2 変数間の相関分析ではみ
られていたパスCの関係性が，情報活用の実
践力を媒介した 3 変数のプロセスモデルで消
失するかについて確認する。このような検討
により，パスCの直接パスが消失すれば，情
報活用の実践力が媒介変数となりうると判断
できるからである。なお，本研究では情報活
用の実践力に関して，安藤（2014）と同様に，
音楽聴取時のイメージ喚起と関連を持つこと
が予測される創造力，表現力，処理力に限定
して検討を行うことにする。また，情報活用
の実践力と批判的思考態度間の関係性に関し
ては，先行研究から双方向の関係性が予測で
きるため，双方向のパス（パスBとパスb）
を設定して確認を行ない，批判的思考態度の
「探究心」に関しては，他の因子と独立させ
たモデルも別途設定して検討を行う。
【方法】
調査対象と調査方法　中部地区の私立女子
大学の学生193名（平均年齢19.91±2.08）を
対象とした。調査は心理学と教育学の授業内
での一斉法と，ゼミなどの学生を対象とした
留置法により回収された。
調査時期　調査は，2013年 7 月下旬～ 8
月上旬に実施された。
調査内容
音楽聴取時に抱くイメージと身体的反応　家
や外出先で音楽を聴いているときに生じるイ
メージや身体的反応について，安藤（2014）
と同様の 8 項目で尋ねた。①手や足など，身
体でリズムをとる，②状況的に可能なら一緒
に口ずさむ，③歌詞や曲に関連する情景を思
い浮かべる，④歌詞を思い浮かべる，⑤歌手
や演奏者を思い浮かべる，⑥色や光などを思
い浮かべる。⑦自分が歌っていたり，演奏し
ていたりする様子を思い浮かべる，⑧楽譜を
思い浮かべる，である。これらの項目に関し
て，自分にどの程度当てはまると思うかを
「全くあてはまらない」から「非常によくあ
てはまる」までの 6 件法で尋ねた。
批判的思考態度　安藤・池田（2010）の中学
生用のクリティカルシンキング尺度（ 4 因子
構成）を用いた。本尺度は，「証拠の重視」
因子が 2 項目で構成されているなど改良の余
地があったため，いくつかの項目を追加した。
最尤法プロマックス回転による因子分析と信
頼性分析の結果，最終的に探究心13項目，客
観的判断 7 項目，多様性の許容 6 項目，証拠
の重視 4 項目で構成される尺度となった。なFigure 1　プロセスモデルの概念図
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お，内的妥当性を示すクロンバックのα係数
は，それぞれ，探究心は.85，客観的判断は.70，
多様性の許容は.75，証拠の重視は.58であっ
た。
情報活用の実践力　高比良ら（2001）によっ
て作成された「情報活用の実践力尺度」から，
音楽聴取行動との関係が想定される創造力，
表現力，処理力の 3 因子を採用した。本尺度
は内容的妥当性を確保するためα係数は低め
の尺度であるが（高比良ら，2001），本研究
では内的妥当性をある程度確保するため，本
来の項目数よりも少ない項目数で因子得点を
作成した。その結果，各因子のα係数は，創
造力が 9 項目で.85，表現力が 7 項目で.72，
処理力は 5 項目で.77であった。これらの項
目に関して，自分にどの程度当てはまると思
うかを「全くあてはまらない」から「非常に
よくあてはまる」までの 6 件法で尋ねた。
デモグラフィック要因　年齢を尋ねた
【結果】
各変数の平均値と標準偏差　
基礎資料として，Table 1 に音楽聴取時に
抱くイメージと身体的反応，批判的思考態度，
情報活用の実践力の平均値と標準偏差を示
す。音楽聴取時の反応である「状況が許すな
ら，一緒に口ずさむ」にのみ天井効果が見ら
れた。
相関分析
Figure 1 のプロセスの検討に先立って，パ
スAからパスCまでの相関関係について相関
分析を行った結果をTable2からTable4に示す。
なお，単回帰分析ではなく相関分析を用いた
のは，本研究のデータが横断データのため，
結果的に同一値が得られるためである。
分析に際して，音楽聴取時の各項目は，①
手や足など，身体でリズムをとる，②状況的
に可能なら一緒に口ずさむ，は行動が伴う項
目，それ以外はすべて聴取が喚起したイメー
ジであるため，前者を行動的反応，後者をイ
メージ喚起としてそれぞれ得点化し，各項目
での分析に追加した。また，批判的思考態度，
情報活用の実践力に関しても，それぞれの因
子得点に加えてそれらをまとめた変数得点を
作成した。
パスC　音楽聴取時の行動的反応・イメージ
反応と批判的思考態度との関係
音楽聴取時の行動的反応と批判的思考態度
との関係について相関分析を行ったところ，
行動的反応と批判的思考態度の全体および各
因子との間に有意な相関関係は見られなかっ
Table 1　各変数の平均値と標準偏差（Ｎ=192）
　Mean　（SD）
音楽聴取時の行動的反応 	 4.46	 （1.15）
手や足など，身体でリズムをとる 	 4.12	 （1.44）
状況が許すなら，一緒に口ずさむ 	 4.81	 （1.22）
音楽聴取時のイメージ喚起 	 3.39	 （0.86）
歌詞や曲に関連する情景を思い浮
かべる
	 4.10	 （1.44）
歌詞を思い浮かべる 	 3.21	 （1.51）
歌手や演奏者を思い浮かべる 	 4.59	 （1.29）
色や光などを思い浮かべる 	 4.14	 （1.53）
自分が歌っていたり，演奏してい
たりする様子を思い浮かべる
	 2.38	 （1.36）
楽譜を思い浮かべる 	 1.86	 （1.26）
批判的思考態度（全体） 	 4.15	 （0.57）
探究心 	 3.89	 （0.69）
客観的判断 	 4.09	 （0.65）
多様性の許容 	 4.38	 （0.67）
証拠の重視 	 4.29	 （0.71）
情報活用の実践力（全体） 	 3.53	 （0.64）
創造力 	 3.59	 （0.80）
表現力 	 3.66	 （0.76）
処理力 	 3.33	 （0.83）
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た。続いて行動的反応について詳細に検討し
たところ，「状況が許すなら，一緒に口ずさ
む」と探究心との間に有意な正の相関関係が
認められた（Table 2 参照）。
次に，音楽聴取時のイメージ喚起と批判的
思考態度との関係について相関分析を行った
ところ，イメージ喚起全体と批判的思考態度
全体および 4 因子全てとの間に有意な正の相
関関係が認められた。続いてイメージ喚起に
ついて詳細に検討したところ，「歌詞や曲に
関連する情景を思い浮かべる」，「歌詞を思い
浮かべる」と批判的思考態度全体および 4 因
子全てとの間に有意な正の相関関係が示され
た。また，「歌手や演奏者を思い浮かべる」
と批判的思考態度全体および「証拠の重視」
との間にも有意な正の相関関係が示された
（Table 2 参照）。
パスA　音楽聴取時の行動的反応・イメージ
反応と情報活用の実践力との関係
次に音楽聴取時の行動的反応と情報活用の
実践力と関係について確認するために相関分
析を行ったところ，行動的反応と情報活用の
実践力全体および創造力との間に有意な正の
相関関係が認められた。続いて行動的反応に
ついて詳細に検討したところ，「手や足など，
身体でリズムをとる」と「創造性」との間，「状
況が許すなら，一緒に口ずさむ」と「表現力」
「処理力」との間に有意な正の相関関係が認
められた（Table 3 参照）。
次に，音楽聴取時のイメージ喚起と情報活
用の実践力との関係について相関分析を行っ
た。その結果，イメージ喚起と情報活用の実
践力全体および 3 因子全てとの間に0.1%水
準で有意な正の相関関係が認められた。続い
てイメージ喚起について詳細に検討したとこ
ろ，イメージ喚起全体と情報活用の実践力全
体，「歌詞や曲に関連する情景を思い浮かべ
る」「歌詞を思い浮かべる」と情報活用の実
践力 3 因子全てとの間に有意な相関関係が示
された。また，「楽譜を思い浮かべる」と創
造力との間，「歌手や演奏者を思い浮かべる」
と表現力・処理力との間，「色や光などを思
い浮かべる」，「自分が歌っていたり，演奏し
Table 2　音楽聴取時の行動的反応やイメージ喚起と批判的思考態度との相関関係（N=192）
批判的思考態度
全体 探究心 客観的判断
多様性
の許容
証拠の
重視
音楽聴取時の行動的反応 .102 .086 .081 .101 .073
手や足など，身体でリズムをとる .050 .029 .019 .058 .069
状況が許すなら，一緒に口ずさむ .132 † .150 * .129 † .127 † .055
音楽聴取時のイメージ喚起 .199 ** .183 ** .163 * .152 * .161 *
歌詞や曲に関連する情景を思い浮かべる .219 ** .148 * .199 ** .192 ** .196 **
色や光などを思い浮かべる -.017 .021 .024 -.052 -.041
歌詞を思い浮かべる .257 *** .227 ** .224 ** .238 *** .161 *
歌手や演奏者を思い浮かべる .146 * .140 † .077 .083 .180 *
自分が歌っていたり，演奏していたりす
る様子を思い浮かべる
.055 .045 .033 .049 .057
楽譜を思い浮かべる .048 .085 .017 .026 .034
※　***p<	.001，**p<	.01，*p<	.05，† p<	.10
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ていたりする様子を思い浮かべる」と表現力
との間にそれぞれ有意な正の相関関係が示さ
れた（Table 3 参照）。
パスB　情報活用の実践力と批判的思考態度
の関係
次に情報活用の実践力と批判的思考態度と
の関係について確認するために相関分析を
行った。その結果，情報活用の実践力全体と
批判的思考態度全体との間に0.1％水準で有
意な正の相関関係が示された。続いて詳細に
各変数の因子間の関連を確認したところ，情
報活用の実践力の各因子と批判的思考態度の
各因子間との全ての関係性において有意な正
の相関関係が示された（Table 4 参照）。
構造方程式モデリング
Figure 1 の概念モデルの検討のため，構造
方程式モデリングによるパス解析を行った。
概念モデルに基づき，潜在変数と観測変数に
関して理論的に説明がつく様々なモデルを探
索的に確認していった。具体的には，全変数
を潜在変数として設定したモデル，音楽聴取
時のイメージ喚起や批判的思考態度などの因
子に観測変数を設定したモデル，観測変数の
みで構築したモデル，批判的思考態度の「探
究心」のみを独立させて観測変数のままで
扱ったモデルなどである。
その結果，批判的思考態度から「探究心」
を独立させたFigure2の分析モデルが最終的
に採択された。このモデルは音楽聴取時のイ
Table 4　情報活用の実践力と批判的思考態度との相関関係（N=192）
批判的思考態度
全体 探究心 客観的判断 多様性の許容 証拠の重視
情報活用の実践力 .599 *** .747 *** .518 *** .479 *** .258 ***
創造力 .486 *** .618 *** .353 *** .402 *** .232 ***
表現力 .423 *** .529 *** .404 *** .316 *** .169 *
処理力 .542 *** .656 *** .498 *** .441 *** .223 **
※　***p<	.001，**p<	.01，*p<	.05
Table 3　音楽聴取時の反応やイメージと情報活用の実践力との相関関係（N=192）
情報活用の実践力
全体 創造力 表現力 処理力
音楽聴取時の行動的反応 .160 * .177 * .069 .138 †
手や足など，身体でリズムをとる .093 .167 * -.014 .068
状況が許すなら，一緒に口ずさむ .190 † .136 † .146 * .180 *
音楽聴取時のイメージ喚起 .359 *** .311 *** .295 *** .267 ***
歌詞や曲に関連する情景を思い浮かべる .286 *** .280 *** .152 * .260 ***
色や光などを思い浮かべる .145 * .080 .174 * .102
歌詞を思い浮かべる .357 *** .325 *** .261 *** .279 ***
歌手や演奏者を思い浮かべる .178 * .117 .163 * .153 *
自分が歌っていたり，演奏していたりす
る様子を思い浮かべる
.155 * .106 .215 ** .062
楽譜を思い浮かべる .188 ** .230 *** .109 .116
※　***p<	.001，**p<	.01，*p<	.05，† p<	.10
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メージ喚起が「探究心」を高めるという直接
効果と，情報活用の実践力を経由して「探究
心」以外の批判的思考態度を高めるという間
接効果が併存するモデルであった。
【考察】
本研究は，先行研究から想定された概念モ
デル（Figure 1 ）について検討することを最
終目的としていた。本モデルは音楽聴取時の
行動的反応とイメージ喚起を起点とし，情報
活用の実践力を媒介し，批判的思考態度を終
点とするプロセスを検討するものであった。
このモデルにおいて情報活用の実践力が媒介
変数となりうるかを確認するためには，まず，
起点となる音楽聴取時の行動的反応・イメー
ジ喚起と，終点となる批判的思考態度との間
の 2 変数間で有意な関係性が認められるか，
そして，それが媒介変数を投入した 3 変数間
の分析によって消失するのかについて検討す
る必要がある。
また，各変数の因子間にどのような関連が
あるのかを事前に確認することで，構造方程
式モデリングでのパスや誤差間の共分散の設
定時に有用な示唆が得られる可能性がある。
そこで，パス解析に先立って， 3 変数間のそ
れぞれのパスに対応する 2 変数間及び因子間
について相関分析を行った。以下にまず相関
分析の結果について，続いてパス解析の結果
について考察を行う。
相関分析についての考察
①　音楽聴取時のイメージ喚起と批判的思考
態度との関連（パスC）
はじめに独立変数と従属変数間を結ぶパス
Cについて検討した。その結果，特に音楽聴
取時のイメージ喚起と批判的思考態度との関
連において批判的思考態度全体および検討し
た 3 因子全てとの間に有意な関連が示された。
※ 	CMIN=62 .046 (d f=87 , 	p=.980 ) , 	NFI= .936 , 	CFI= .100 , 	RMSEA=.000
Figure 2 音楽聴取時のイメージ喚起による批判的思考態度変容のプロセス
―	9	―
音楽聴取時のイメージ喚起と批判的思考態度（安藤　玲子）
イメージ喚起の種類でみると，特に「歌詞や
曲に関連する情景を思い浮かべる」，「歌詞を
思い浮かべる」の 2 つのイメージ喚起と批判
的思考態度との関連が大きかった。したがっ
て，Figure 1 のパスC，すなわち起点と終点
間に有意な関連があることが確認された。
主に音楽教育における音楽聴取と批判的思
考 力 に 関 す る レ ビ ュ ー を 行 っ たJohnson	
（2004）は，批判的思考を取り入れた音楽教
育によって音楽をより深く理解する聴き方が
育まれると指摘しているが，自発的に聴いて
いる音楽の歌詞や曲を自分なりに理解し，イ
メージを喚起させるという経験自体が批判的
思考態度と関連するという本研究の結果は興
味深い。音楽聴取の効果として，自分の好み
にあった曲を聴くと，リラックス効果によっ
てミスが低減し（Glicksohn	&	Cohen,	2000），
認知的作業の効率があがることが実験的に示
されている（廣川，2005；浅野，2011）。本
研究で扱っている音楽聴取は，日常的なもの
であり，自分の好みにあう曲がメインである
ため，リラックス効果も相まってより自由な
イメージが喚起され，それについて吟味する
という経験につながる可能性がある。そのよ
うな経験が批判的思考態度と関連するのかも
しれない。
②　音楽聴取時のイメージ喚起と情報活用の
実践力，情報活用の実践力と批判的思考態
度との関連（パスA，およびB）
パスAの音楽聴取時の行動的反応・イメー
ジ反応と情報活用の実践力との関係を検討し
たところ，行動的反応，イメージ喚起共に，
情報活用の実践力との間に有意な関連が認め
られた。特にイメージ喚起と情報活用の実践
力との関係は高く，なかでも，「歌詞や曲に
関連する情景を思い浮かべる」「歌詞を思い
浮かべる」というイメージ喚起は，情報活用
の実践力との関連が大きかった。次に，パス
Bの情報活用の実践力と批判的思考態度との
関係について検討したところ，情報活用の実
践力と批判的思考態度との間に有意な関連が
みられた。したがって，Figure 1 のパスA，
パスBの有意な関連がいずれも確認された
パ スAに つ い て の 詳 細 な 考 察 は， 安 藤
（2014）に譲るが，本研究において，情報活
用の実践力の各因子をまとめた全体変数を作
成したこと，および，音楽聴取時の反応につ
いて行動的反応とイメージ喚起に分けて合成
変数を作成したことにより，より結果が顕著
にみられるようになった。また，歌詞からの
イメージ喚起が創造力，表現力，処理力から
構成される情報活用の実践力と関連をもった
のは，対象が大学生であることが一因と考え
られる。歌詞のある音楽の場合，曲調に加え
て歌詞が情動を喚起する要因になるという指
摘があるが	（Stratton	&	Zalanowski,	1994），大
学生はある程度の人生経験があることから，
歌詞の内容が個人的な経験を呼び起こし，よ
り鮮明で具体的なイメージを喚起する要因と
なったと考えられる。日常的な音楽聴取でこ
のような具体的なイメージ喚起を継続的に行
う機会が多いと，イメージから与えられる
様々な情報を処理する中で，未経験の出来事
や情景に関する自由な想起，効率的な表現方
法などが育まれるのかもしれない。
パスBに関しては，因果の方向性は吟味で
きないが，理論的に，批判的思考の情緒的側
面の態度が認知的側面である能力やスキルに
影響を与えるという指摘（Ennis，1991；楠
見，2010）や，批判的思考態度の育成に能力
やスキル面の育成が重要という指摘（楠見,	
2010；Halpern,	1998,	1999； 村 上,	2009； 安
藤・池田,	2012）があるように，この変数間
には双方向の関連が予測できるため整合性の
ある結果といえる。
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パス解析の結果の考察
Figure 1 の概念モデルについて構造方程式
モデリングによるパス解析を行った。先行研
究を参考に複数の分析モデルを検証した結
果，最終的にFigure 2 のモデルを採択した。
このモデルから，「探究心」以外の批判的
思考態度は，音楽聴取時のイメージ喚起から
創造力，表現力，処理力で構築される情報活
用の実践力を経由して高められるが，「探究
心」のみは音楽聴取時のイメージ喚起によっ
て直接高められる可能性が示された。した
がって，情報活用の実践力の媒介効果は「探
究心」に関しては認められなかったが，それ
以外の批判的思考態度の要素に関しては確認
できたといえる。
従来の研究から，批判的思考態度を構成す
る「探究心」が他の因子と異なる振る舞いを
することは指摘されている（平山・楠見,	
2004； 藤 木・ 沖 林,	2010； 安 藤・ 池 田，
2012）。例えば大学生を対象とした研究（藤
木・沖林,	2010）では，批判的思考態度の因
子間には影響関係があり，「探究心」が意欲
として批判的思考態度の源泉となり，「証拠
の重視」や「客観性」を形成する可能性が指
摘されている。また，中学生を対象とした4
波のパネル研究（安藤・池田，2012）でも，「探
究心」が情報活用の実践力を高めることで学
習意欲が上がり，その結果，批判的思考態度
の他の 3 つの因子が高められるというパター
ンがあることが示されている。そのため，本
研究の結果のように，「探究心」が独立した
モデルも想定内の結果であるといえる。
好みの音楽は何度も繰り返し聴くことが多
く，歌詞や曲の理解も進んでいるだろう。そ
のため，より具体的でビジュアルなイメージ
を喚起しやすいと考えられる。また，山田ら
（2001）	が指摘するように，「楽曲への好み」
のなかで，親しみの強さがリラクゼーション
反応を，関心の高さがポジティブ感情を引き
出すのであれば，自分の好みで集めた音楽を
聴く日常的な音楽聴取は，リラックスとポジ
ティブな感情をもたらすだろう。Fredrickson
（2009）は，ポジティブ感情の「拡張―形成
理論」を提唱し，ポジティブ感情が思考を拡
大し，問題解決能力を高め，受容性や創造性
を高めると指摘している。また，Isen,	Daub-
man,	&	Nowicki	（1987）は，「ロウソク課題」
を用いた実験研究で，ポジティブ感情が洞察
問題の解決を促進することを実証的に示して
いる。このような知見と本研究の結果を併せ
て考えると，好みの音楽の日常的な聴取は，
リラックス効果に加えてポジティブ感情を高
めることでより鮮明で自由なイメージが喚起
れやすい状況を作ることに貢献しているのだ
ろう。そして，このような状況下において思
考が拡大して柔軟になり，「ふつうの人が気
にもかけないようなことに疑問を持つ」「納
得できるまで考え抜く」といった項目で構成
された探究心を直接高める効果を持つと考え
られる。一方，客観的判断，多様性の許容，
証拠の重視などのその他の批判的思考態度の
要素は，探究心よりも高次の要素であり，物
事を客観的に判断して理解し処理する能力を
必要とする。そのため，音楽聴取時のイメー
ジ喚起によって創造力，表現力，処理力など
が高まることによって間接的に育まれる態度
であるといえそうである。
また，安藤・池田（2012）が提案したプロ
セスモデルと併せて考えると，本研究のモデ
ルの「探究心」から「情報活用の実践力」に
向かうパスも設定可能であっただろう。その
場合，音楽聴取によって高められた探究心が
情報活用の実践力を媒介して批判的思考態度
のその他の因子を高めるという影響関係が見
出される可能性が高い。本研究は横断データ
を扱っており，厳密な意味での因果分析は難
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しいため，Figure 2 よりも複雑なモデルを検
討しなかったが，今後，縦断的な研究によっ
て確認すべきプロセスであると考える。
更に，本研究では，概念モデルで双方向の
関係が予想されていた情報活用の実践力と批
判的思考態度との間のパスで，批判的思考態
度から情報活用の実践力へのパスが，最終的
に採択されたモデルでは消失していた。これ
は，情報活用の実践力に影響を与える可能性
がある「探究心」が批判的思考態度を構成す
る因子から独立したことと，本研究で扱った
情報活用の実践力が，音楽聴取時のイメージ
喚起と関連すると考えられた創造力，表現力，
処理力に限られていたことに起因する可能性
がある。今後は，今回は含めなかった発信・
伝達力や判断力も含めた分析を行う必要があ
るだろう。
まとめ
本研究では，音楽聴取時のイメージ喚起が
情報活用の実践力を媒介して批判的思考態度
を高めるというプロセスがあるかについて検
討することを目的としていた。その結果，批
判的思考態度の「客観的判断」「多様性の許
容」「証拠の重視」の 3 要素は，音楽聴取時
のイメージ喚起によって向上する情報活用の
実践力を経由して高められるが，批判的思考
態度の「探究心」は，音楽聴取時のイメージ
喚起によって直接高められるという可能性が
示された。批判的思考態度の「探究心」が，
他の因子と異なる振る舞いをすることは従来
の研究でも指摘されていたが（平山・楠見，
2004；藤木・沖林，2010；安藤・池田，2012），
本研究でも再確認された。
従来の音楽聴取研究は，教室や実験室場面
における音楽聴取がもたらす情動や認知能力
への即時的な影響を検討するものが多かっ
た。本研究では，個人が好みの楽曲を聴く日
常的な音楽聴取時のイメージ喚起に焦点をあ
てたが，音楽聴取において具体的なイメージ
が喚起される状況とは，その音楽をじっくり
と聞き，深く理解している時である。本研究
の結果は，多くの人が自発的に行っている日
常の音楽聴取行動においてそのような機会を
増やすことが，今日の社会で求められている
創造力や表現力などの情報活用の実践力を高
めるのみならず，批判的思考力をも高める，
もしくは直接探究心を高める可能性を持つこ
とを指摘するものとなった。
今後はパネル研究などの縦断研究を行うこ
とで，今回示された変数間のプロセスを再確
認することが望まれる。
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